
航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス

［特集］

航空機の耐衝撃性向上の研究

不時着時の衝撃から
身を守るために
［研究現場から］
その1
ジェットエンジンの研究開発で
活躍するCFD技術
その2
複合材のハイブリッド成形技術の研究



不時着時の衝撃から
身を守るために

図１　落下後の胴体構造（旅客機実機を使った試験）

偶然ではない安全

衝撃を和らげる工夫

落下前
貨物室



壊れることで守る

クラッシュ・シミュレーション

JAXAが考える安全性向上座席　

エアバッグがクッション部で作動する

通　常 作動中
自動車でおなじみのエアバッグがクッション部で作動する航空機用座席。航空機特有の垂直方向の衝撃
を緩和し、座っている人の腰にかかる衝撃を緩和する。

ラップベルト

エアバッグ付
クッション

今より

もっと安全
!



異物衝突に備える

図 2　ヘリコプタ実機を使った落下試験と解析図

対象構造 飛来物 質量 要求事項

主翼前縁等 鳥 約 1.8kg 適切なパイロット操作の下での
安全な飛行と着陸

水平尾翼前縁
垂直尾翼前縁 鳥 約 3.6kg 尾翼・尾翼取付部強度、

重要システムの保護
コックピット風防 鳥 約 1.8kg 風防と取付構造からの進入防止

主翼下面 タイヤ破片 タイヤ質量の
1％

脚収納室システムの保護
翼内燃料タンクからの漏れ防止
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表　耐空性からの要求条件



空の安全に寄与

図 3　スケールモデル着水試験
胴体形状を模擬した模型を水槽に着水させた

図 4　実機主翼前縁部供試体への衝突試験



ジェットエンジンの研究開発で
活躍するCFD技術

CFDとは

ファンから発生する騒音の解明

圧縮機の性能解析

図２　ジェットエンジン入口付近のファン騒音
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図１　ジェットエンジンの構造

エンジンに
吸い込まれる
流れ

ファン騒音の詳細なCFD

音響理論に基づいた音波



（後列左より）山本　武、賀澤順一、野崎　理
（前列左より）山根　敬、牧田光正　　　　　

図３　圧縮機のCFD用メッシュと損失分布
　　　（IHIとの共同研究）

図 5　タービン翼の温度分布

図４　燃焼器内での空気の混合の様子

圧縮機からの
空気
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燃焼器の一部分
燃焼器全体



複合材のハイブリッド成形技術
の研究
―低コストで高品質なCFRP構造の実現をめざして

製造コストをもっと安く

ハイブリッド成形技術とは

図 1　ハイブリッド成形概要



図 2　ハイブリッド成形による胴体構造試作品

航空機構造への適用を目指して

構造材料技術セクション
（左より）杉本　直、青木雄一郎、岩堀　豊

ストリンガ、フレーム
（ドライプリフォーム）

外板
（プリプレグ）

2m

3m



Interview「夢を飛ばす人々」Vol.13
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都
甲小型の飛行船と固定翼機（左）に光学

機器を搭載して被災地を上空から撮
影し、救援活動に活かす。
下は高度110mから固定翼無人機が
撮影した画像。

人

自動車

テストチャート
（縦8m×横8m）

カメラ



Interview
夢を飛ばす人々

Vol.13

災害発生直後の情報収集に
簡単に使える無人機システム
危険で人が近寄ることができないときには
空から無人機がお手伝いします 無人機・未来型航空機チーム

都甲章己

都甲章己（とごうしょうき）
LTAシステム技術セクション
JAXA赴任前は情報系専門学校講師
プログラム開発、ネットワーク技術、CG等が専門
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『航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス』

  静粛超音速研究機アンテナパターン試験を実施

　JAXAでは超音速旅客機が発生する衝撃波による騒音（ソニックブーム）を低
減する技術を開発するために、静粛超音速研究機という無人機による飛行実験を
計画し、設計を進めています。
　2009年 5月から7月にかけて、富士重工業宇都宮製作所で、静粛超音速研究
機のアンテナパターン試験を実施しました。この試験の目的は、研究機と地上の
間で電波による通信が成立するように、アンテナの個数や配置を決めるための
データを取得することです。
　実機を約1/4に縮小した模型に電波を照射し、模型に埋め込んだアンテナで受
信した電波の強さを計測しました。模型が茶色なのは表面に導電性の塗料を塗っ
ているためです。試験室の壁は電
波吸収体で覆われており、周囲の
電波の状態を空中と同じにします。
　試験では模型の姿勢を変えて計
測を繰り返し、電波の到来方向に
対する強度の分布図を作成しまし
た。これをアンテナパターンと呼
びます。得られたアンテナパター
ンは、研究機の設計に活用されます。

  社会に役立つJAXAの航空技術研究開発
  航空プログラムシンポジウム開催のお知らせ

　「地球環境に優しい」「公共のニーズに応える」「航空交通のニーズに応える」「将来
を豊かにする」という4つのテーマのもとで、JAXAの航空技術研究開発が社会
にどう役立っているのか、また今後どのような方向を目指しているのかを紹介す
るため、来る平成21年 9月10日（木）にみらいCANホール（日本科学未来館内）
においてシンポジウムを開催いたします。特別講演では、関係の方々から社会の
ニーズを交えたご講演をいただきます。ぜひご来場ください。
●事前登録は必要ありません。聴講は無料です。
●プログラム詳細は当グループのホームページをご覧ください。

〔お問い合わせ〕　航空プログラムグループ　広報
TEL：0422-40-3960　FAX：0422-40-3281  http://www.apg.jaxa.jp/


